
○干潟漁場の環境保全 

１．アオサ発生量モニタリング結果 

5～11月にかけて 1回/月の頻度でアオサ発生量モニタリング調査を実施しました。 

本年度の推定発生量は例年と比較して少なく，漁場環境を悪化させるような大量

発生はありませんでした。 
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  　三番瀬調査域内のアオサ推定発生量（湿重量，ｔ）の推移
 

２．保全活動実績 

活動内容 実施グループ 実施日 
参加

人数 

アサリ移植

放流量 

稚貝の密

度管理 

南行徳漁業協同組合グループ 平成 23 年 11 月 5 日 7 名 1,500kg 

市川市行徳漁業協同組合グループ 
平成 23 年 9 月 27 日 12 名 2,750kg 

平成 23 年 10 月 1 日 10 名 2,250kg 

 29 名 6,500kg 

 

 

移植放流位置（実線：南行徳漁協、破線：市川市行徳漁協） 
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